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頁 誤 正

（2019年8月）

『１級建築施工管理技士実地試験の完全攻略　第十五版』正誤表

本書の221ページの図が、別の図と重なって見えなくなっておりました。お詫びして修正いたします。正しいページは以下をご覧ください。

221ページ上

②独立基礎でスラブが付く基礎梁

③連続基礎、べ および耐圧スラブの付

問題― 鉄筋に対するコンクリートの適正なかぶり厚さを確保する目的を、３つ記述しなさ

い。（H6）

記述例
① 耐火性能の確保

② 耐久性能の確保

③ 構造耐力の確保

問題― 鉄筋工事において、主筋に重ね継手を用いる場合の構造計画上の留意事項を３つ記

述しなさい。（H5）

記述例
① 隣接鉄筋の重ね継手の位置関係をずらす。

② 梁筋の継手位置・範囲は構造的に圧縮応力のかかる側に限定される。定着長さに留意。

③ 基礎梁筋の継手の位置・範囲は基礎梁の種類により構造的に決まる。定着長さに留意。

④ 柱筋の継手位置は、スラブから500mm上で、かつ上階の梁下から梁有効長さl/4下

がった位置までの中間とする範囲。定着長さに留意。

⑤ 構造応力の小さい位置でコンクリートに圧縮応力がかかる側とされる。

⑥ 鉄筋の種別とコンクリート計画供用強度の組合せ、継手および定着長さに留意。

⑦ 重ね継手としてはならない鉄筋径の確認（D35以上の異形鉄筋には原則として重ね継
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